
DX戦略
基本方針

～働く人に笑顔を～



ユーザックシステムのDXへの取り組みについて
～わたしたちのソフトウェアで、働く人に笑顔と幸せを～

私たちは創業以来、「業務効率化」「企業のデジタル変革」を支援してまいりました。昨今、ビジネス環境はますます変化のス
ピードを増し、そして人材不足は深刻化しております。
そのような状況において、今後は生成AIを活用することがDX実現に向けた大きなポイントであると考えております。
私たちは、単なるIT導入にとどまらずお客様のビジネスプロセスそのものを見直し、最適なソリューションを提供することでよ
り大きな価値を創出することを目指しております。

当社自身も、生成AIを使った業務支援ツールを社内で試験を行い、社員の営業活動支援に向けた構築を進めております。
また、管理会計から財務会計への移行やストックビジネスの在り方に合わせて基幹システムの移行や、老朽化したネットワーク
の刷新とそれに伴いセキュリティ対応や管理方法の見直しも着々と進み始めています。

DX認定の更新は、私たちの取り組みが社会に求められている証でもあります。この認定を励みに、さらなる技術革新とサービ
ス向上に努め、お客様の成長に貢献できる企業であり続けることをお約束いたします。

今後とも変わらぬご支援とご指導を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

トップメッセージ
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ユーザックシステム株式会社 代表取締役社長



Our Purpose

① お客様に感謝し、顧客満足を意識しながら行動しよう！

② 協力会社に感謝し、当社との取引を喜んでもらえるように行動しよう！

③ 社内メンバーに感謝し、チームワークで問題を解決するように行動しよう！

Mission

組織の生産性向上のためのオリジナルソフトを開発し
働く人々の幸せと企業および社会の発展に貢献する

Vision

行動指針「３つの感謝」

上場可能な高品質企業
   持続的成長に向けストックビジネスの飛躍的拡大

 業務効率化ソフトでお客様満足度№1

Value

お客様に感動してもらう！
自己の成長にコミットしている！
チームワークを大切にする！

Purpose

働く人に笑顔を！

全社員が携帯しているクレドカード

お客様を笑顔にするには、
ユーザックシステムで働く社員
自身も笑顔で幸せであるよう、
行動します。
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現状認識と経営課題

外部環境

⚫ コロナウィルスの世界的な蔓延 

⚫ ロシアのウクライナ侵攻

⚫ ESGに対する意識の高まり

⚫ デジタル化・DX推進

経営課題

✓ CS / ES の向上

✓ 市場・顧客ニーズへの迅速な対応

✓ 人材不足

✓ DXに対する全社的な取り組み

✓ 自ら学び成長する組織

企業業績
マイナス要因

企業投資
プラス要因

➢ インボイス、電帳法、EDI 2024

事 業 人 材
業 務

プロセス

DX推進 3つのドメイン

内部環境

◼ 売上の伸び悩み

◼ 新規顧客の低迷

◼ 新製品開発パワーの不足

◼ 満足度調査 CS / ES
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経営課題～DX推進3つのドメイン～

事 業

人 材

業 務
プロセス

パッケージベンダー サービスベンダー

SIer

SI & パッケージ

スキルアップ・働き方・新人事制度

業務の
標準化

最適な
人員配置

商品開発

カスタマーサクセス

新規事業・・・

業務の自動化・高度化

サブスク対応の情報システム

データに基づいた業務改善
全社

DXの推進
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DXを中心にした経営方針

事 業

人 材

業 務
プロセス

DX

Mission

組織の生産性向上のため

ソフトウェアを開発し、

働く人々の幸せと

企業および社会の

発展に貢献する

「働く人に笑顔を」

既存事業の変革

新規事業の創出

人材マネジメント

自動化・高度化

定
量
・
定
性
目
標

・既存ビジネスの確実な成長
・新規顧客の計画的な獲得

・全社商品企画の取り組み
・開発体制の強化

・教育カリキュラム
・DX人材育成

・率先した社内DXの推進
・RPAによる自動化
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DX推進体制

PDCAを繰り返し
DX推進

経営会議での議決を
全社組織に対し

DX推進指示
DX戦略推進委員会は経営会議に
対して「提言・支援」を行う

• DX人材育成
• DX戦略提言
• DXのIT推進  
• DX戦略実行支援
• 教育カリキュラム

全社組織

DX戦略推進委員会

経営会議

全社組織から有志で結成DX戦略推進委員会
2023年より開始
◼ 社内におけるDX人材育成を進め、

リテラシーの向上を図る
◼ 社内のIT整理・開発においてDX

目線によるプロジェクト推進
◼ 新しいビジネス展開として「DX

戦略」の提言と実行支援

全社組織⇔DX戦略推進委員会
進捗共有・課題提起
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DXへの取り組み

事 業

人 材

業 務
プロセス

DX

Mission

組織の生産性向上のため

ソフトウェアを開発し、

働く人々の幸せと

企業および社会の

発展に貢献する

「働く人に笑顔を」

既存事業の変革

新規事業の創出

人材マネジメント

自動化・高度化
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・CRM「MIFFEE」
・ユーザーコミュニティ「名人＋」

・DXスキルアップ

・ライセンス管理システム「UIS」
・RPA一元管理サービス「PixisCloud」

・Robo派遣
・受注AIエージェント 新技術、新市場への挑戦



DXへの取り組み

MIFFEE ＜営業支援、見込み顧客管理＞

セールスフォースの運用定着中。
データドリブンな営業活動を目指し、
様々な角度から顧客を分析できるように
データ入力・集約を進めている。
業務効率化に課題を持つリード情報に対し、
適切なタイミングでフォローを行い顧客の
検討を後押ししている。
単に顧客の導入検討期間を短縮するだけで
なく、顧客のニーズ把握力を高めるために
ヒアリング率を数値化するなど、より顧客
に寄り添った提案と信頼度を高める活動を
し、管理している。

54期までの累計SQLは2000件弱であり、順
調に積み上げている。
営業戦略として目標達成のために、さらな
る可視化やデータ活用を行う基盤を整備し
ている。

8

既存事業の変革



DXへの取り組み

名人＋（Plus）＜ユーザーコミュニティサイト＞

過去、質問やトラブルの対応は技術者で行っていたが、人手がかかる、技術者によって回答内容にバラつきがあ
る等の問題を抱えていた。よくある質問やトラブルを整理し、またその内容を公開するユーザーコミュニティサ
イトを立ち上げた。よくある質問やトラブルをユーザーで検索してもらうことで、弊社の対応工数の削減ができ
た。また、回答内容のバラつきを排除したことで一定の品質を保つことができ、顧客満足度向上につながってい
る。
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既存事業の変革

現在、約1,500ユーザーが利用中。カタロ
グを配布したり、サービスの案内、提案を
積極的に行っている。

毎年100ユーザー以上の勢いで増えている。



DXへの取り組み

Robo派遣 ＜受注業務の自動化定型シナリオを利用しやすく＞

受注業務において、人手不足や業務の煩雑さに課題を持っており、自動化したいがRPAの活用にハードルの高
さを感じている企業に対し、ローコストですぐに使えるRPAシナリオを提供するサービスを開始。
「受注」「請求」「売上集計」「送り状印刷」「検収」など90ものアイテムを揃えている。
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新規事業の創出



DXへの取り組み

受注AIエージェント ＜受注処理の「非定型業務」の自動化を目指す＞

RPAで「定型業務」は自動化・効率化できる
が、人の判断が必要な業務やイレギュラー対
応などの「非定型業務」は自動化が困難。

当社が培ってきた受注業務の自動化ノウハウ
をもとに、生成AIとRAGを活用し「非定型業
務」を自動化する「受注AIエージェント」を
開発。

現在、実証実験希望企業を募りながら、正式
サービス開始へと進捗させている。

※PoCサービス提供企業のプレスリリースはこちら
当社とマツヤ、『受注AIエージェント』による受注業務の
完全自動化を目指す実証実験結果を公開
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新規事業の創出

https://www.usknet.com/news/35336/
https://www.usknet.com/news/35336/
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人材マネジメント

DXスキルアップ

DXに関するスキルアップやキャリア開発を促進するために、全体の教育計画の中にDXに関するものも定義した。
社員数の約15%にあたる20名程度をDXに強いメンバーとして教育していく。

DXへの取り組み

教育カテゴリ：DXリテラシー
＜研修テーマ＞
• 経営のためのDXとは？最新動向と推進のポイント（SMBC）
• DX時代のキャリア開発（SMBC）
• DXにより事業変革を成功させるためのポイント（SMBC）

＜関連資格＞
• DX検定、DXビジネス検定
• DXオフィサー、DX推進アドバイザー、DXパスポート

＜教育マップ抜粋＞



DXへの取り組み

UIS ＜ライセンス管理システム＞
顧客のライセンスを管理するWebシステムを開発。
基幹システムで入力したライセンス情報(種類や期間等)をUISに自動連携している。
ライセンス情報をユーザーと共有することで、ユーザーの問合せの手間削減、手続きの簡素化を実現した。
ライセンスのリアルタイム管理をすると共にユーザー側での更新見積書作成や、
契約更新手続きを可能とした。
ライセンス以外の情報交換も充実させている。
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自動化・高度化



DXへの取り組み

Pixis Cloud ＜RPAのクラウド管理サービス＞

RPA「Autoジョブ名人」の一元管理
サービスである「Pixis Cloud」は、
ユーザーのサービス使用状況を可視化し、
製品の改善やユーザーへの提案に活用さ
れている。

さらに、AI機能の実現に向けて構想中。
開発者が自動化フローを作成するにあた
り、不明点や、確認点を「AIチャット」
を利用することでその場で回答を得るこ
とが可能。

「AIミーティング」では、複数のAIに予
め複数の設定を施し、ペルソナ化や知識
の偏りを持たせることで、AI同士の会話
を行い、幅広い意見出しを実現する。
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自動化・高度化

※各画面は開発中のものです

AIチャット

AIミーティング



啓蒙活動

社内へのDX認知向上だけではなく、社外に対し
ても「DXとは何か」「どのように取り組むか」
の指針となるよう、オウンドメディア「DX 
GO」を2021年10月に立ち上げ。

各業界のDX事例や生成AIの活用について、読者
が分かりやすくかつすぐに実践できることを念
頭においた記事を月4本ずつ公開。

業務のデジタル化に役立つ当社ソリューション
の提案・活用事例をまとめた資料提供も行って
いる。

https://usknet.com/dxgo/
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https://usknet.com/dxgo


指標（定量：54期）

事 業

人 材

業 務
プロセス

DX

既存事業の変革

新規事業の創出

人材マネジメント

自動化・高度化

定
量
・
定
性
目
標

・既存ビジネスの確実な成長
・新規顧客の計画的な獲得

・全社商品企画の取り組み
・開発体制の強化

・教育カリキュラム
・DX人材育成

・率先した社内DXの推進
・RPAによる自動化
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54期

⚫売上高 25億円

⚫営業利益 0.25億円

⚫新規顧客 500社

社内外でDX推進を積極的に行うことで、生産性や利益の向上を目指します。



指標（定量：Reborn2026）

DX推進を評価検証・継続します。
当社Missionである、組織の生産性向上のためのオリジナルソフトを開発し働く人々の幸せと
企業および社会の発展に貢献していきます。
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働く人に笑顔を 社内施策

イントラネットの積極活用
Purpose、会社の方針、戦略の共有だけでなく、各部門におけるReborn2026目標達成への取り組みを発信
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Thank you

働く人に笑顔を！
あなたの満足が、わたしたち名人の誇りです
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